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台東区スポーツ振興基本計画 パブリックコメント実施結果 

 

分類 項番 意 見 
区の考え方 

（該当する施策） 

基
本
目
標
１ 

１ 

小中学校での体育の授業は完全に生徒

たちのマスクを外してほしい。室外で

マスクをつけても、つけていなくても

感染率はあまりかわらないと思いま

す。マスクをつけたり外したりと、と

ても面倒だと思います。 

区立小・中学校における体育科の学

習においては、「台東区立学校園版

感染症予防ガイドライン（新型コロ

ナウイルス感染症）第５版」に基づ

き、マスクの着用は必要ないとして

います。ただし、感染リスクを軽減

する観点から、授業前後における着

替えや片付けなど、運動を行ってい

ない際は、可能な限りマスクを着用

することとしています。 

 
（施策１ 子供の体力向上） 

基
本
目
標
１ 

２ 

連合運動会は種目が陸上競技のみに絞

られ、早朝の寒い中での練習であるの

に加え、団体では行わないため、そこ

から運動に興味を持つ人は少ない。よ

って、縄跳びや球技など室内でも練習

でき、団体で協力しながら行える競技

を増やすことが良いと考えた。また、

競技の個数を増やすことで場所を分散

させ、全員が大会に参加できる。中学

生は選抜された人しか参加できないた

め、スポーツに対して興味がある人と

ない人の差が広がる可能性が高いとい

う問題も解決できると考えられる。 

小学校連合運動会の競技種目の追

加や中学校連合陸上競技大会の全

員参加については、会場の確保や競

技時間の調整等の大会運営上の課

題があります。 

今後もよりよい大会運営に向けて

努めてまいります。 

 
（施策１ 子供の体力向上） 

  

意見受付期間  令和４年１２月１６日（金）～令和５年１月６日（金） 

意見受付場所  

区公式ホームページ上での受付のほか、各区民事務所・分室・地区セ

ンター、区政情報コーナー、生涯学習センター、区内スポーツ施設、

スポーツ振興課窓口で受付。 

意見受付件数  １１人、２３件 

提出方法の内訳 
郵送 １人（ １件） ファクシミリ １人（ ５件） 

ホームページ ８人（１２件） 持参 １人（ ５件） 
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分類 項番 意 見 
区の考え方 

（該当する施策） 

基
本
目
標
１ 

３ 

学校での体育の授業では、どうしても

得意な人と苦手な人で差がついてしま

う。よって、苦手な人は成長をあまり

感じることができないという問題点が

ある。現在は、一人ひとりにタブレッ

トが配布されている。それを用いて、

授業や単元の前後で動画や写真を撮

り、苦手な人でも成長を実感できるよ

うにする工夫が必要であると考えた。 

区立小・中学校では、体育の授業で

もＩＣＴ機器等を活用しており、引

き続きＩＣＴの活用を推進してま

いります。 

 
（施策１ 子供の体力向上） 

基
本
目
標
１ 

４ 

幼児教室は比較的活発に行われている

ものの、その流れが小中学校に引き継

がれていないと感じます。学校単位で

も区や地域の色々なスポーツイベント

へ参加してもらい、スポーツ活動を学

校行事としても推進してもらいたいで

す。 

本計画では、子供の体力向上を重点

施策と位置付けていることから、

小・中学生を対象とした事業の充実

も図るとともに、学校を通じて区が

主催するスポーツイベント等への

参加を促す等、児童・生徒の体力や

スポーツの実施頻度が向上するよ

う取り組んでまいります。 

 
（施策１ 子供の体力向上） 

基
本
目
標
１ 

５ 

働き盛り、子育て世代のスポーツする

きっかけについては、ＳＮＳを活用し

て、時間帯を融通したり親子プログラ

ムを提供することで参加してもらえれ

ばと考えます。 

働き盛り、子育て世代が、気軽にス

ポーツに親しむことができるよう、

区民ニーズを把握し、ニュースポー

ツや親子が参加できるスポーツ事

業等を実施します。また、より多く

の方に参加いただけるよう、ＳＮＳ

を活用した情報発信等に取り組ん

でまいります。 

 
（施策３ 働き盛り・子育て世代への支援） 
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分類 項番 意 見 
区の考え方 

（該当する施策） 

基
本
目
標
１ 

６ 

台東区民のために多くの体を動かす企画を

考えたり、障害者でも楽しめたり、コミュニケ

ーションの場となるようなものはとても素敵だ

と思いました。しかしそのうえで私がこのよう

な企画があると知った時、参加したいと思う

かどうか考えると、あまり積極的に参加しよう

とは思わないのではないかと思いました。中

学生の視点として理由を説明させていただき

ます。まず一つ目は、一人だけではこのような

場に参加しにくいと考えたからです。もっと大

勢で協力したり、より遊び感があれば友人や

クラスメイトを誘いやすいですし、体育の授業

内でももっと楽しめるだろうし、スポーツに関

心を持ったり学校外でももっと体を動かした

いと思えると思いました。二つ目の理由として

は外出をしたくないという根本的な解決にな

っていないのではないかと思ったからです。

もちろん体育の授業では必然的に体を動か

すことになると思いますが長期休みであった

り、社会人の場合も同様です。私はとにかく

家から出たくなくこういった運動をしたいなと

思っても着替えるのが面倒だったりして、素

敵な企画があっても参加はしないと思いまし

た。だからこそ私は考え方を変えて、家の中

での運動も推奨していくのもいいのではない

かと考えました。私は先日エアー縄跳びを購

入しました。持ち手の部分のみで縄がついて

いないので部屋を荒らすこともなく、その場

でジャンプするだけなので特別な技術も必要

ありません。ジャンプをしながら持ち手を回す

と回数が記録されるので、結果が目に見えて

楽しくなります。私は毎朝、朝ドラを見る１５分

間は必ずするようになってから体の調子がと

てもよくて、学校生活も楽しくなりました。朝

にやるからこそ一日気持ちよく過ごせます

が、こういった簡単なもので隙間時間を活用

できるものでないと、忙しい朝には難しいと

思います。このような運動グッズを学生や社

会人に配布すれば、皆の運動への意欲も高

まるのではないかと思いました。お金がかか

るのであれば、家で運動を一緒にする動画を

配信したりするのもどうでしょうか。 

スポーツ事業のうち申込不要なイ

ベント等は、友人や家族と一緒に参

加いただくことができます。 

また、区では新しい生活様式を実践

するため、自宅等にいながら参加で

きるオンラインスポーツ教室を実

施しています。 

区民ニーズを把握しながら、自宅等

でも継続して運動できる魅力のあ

るスポーツ事業に取り組んでまい

ります。 

 

（施策４ 身近なスポーツ環境づくり） 
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分類 項番 意 見 
区の考え方 

（該当する施策） 

基
本
目
標
１ 

７ 

ここ３年間におけるコロナ感染拡大の

影響で、私たちの行動はずいぶん変化

しました。実際、自分の周りでも今ま

でやっていたスポーツからも遠ざかっ

ていく人たちも多いです。にもかかわ

らず、実施率が上昇しているのは、や

はり在宅等で体力不足を懸念する人た

ちも多く感染予防を意識して、個々に

活動しているのではとも思われます。

今後、スポーツに関心を持って活動を

希望している人たちに対しては、感染

予防対策を徹底して集い、さらには、

全庁的にオンラインでの発信も必要と

なるのではないでしょうか。 

区では、「台東区新型コロナウイル

ス感染症拡大防止ガイドライン」に

基づき、事業を実施しています。 

万全な感染防止対策を講じたうえ

でスポーツイベント等を実施する

とともに、より多くの方にご参加い

ただけるよう、ＳＮＳ等を活用した

情報発信にも取り組んでまいりま

す。 

 
（施策４ 身近なスポーツ環境づくり） 

基
本
目
標
１ 

８ 

感染症流行時のスポーツのあり方が検

討されていない。流行時においても、

免疫力の向上、認知症予防の観点から

台東区は積極的にスポーツ事業を推進

するべき。 

区では、新しい生活様式を実践する

ため、オンラインを活用したスポー

ツ教室等を実施しています。 

今後も「台東区新型コロナウイルス

感染症拡大防止ガイドライン」に基

づき、感染症対策を徹底しながらス

ポーツ事業を推進してまいります。 

 
（施策４ 身近なスポーツ環境づくり） 

基
本
目
標
１ 

９ 

スポーツボランティアで登録してもら

っている人たちには、定期的な研修と

中長期的なスケジュールを示し活動場

所を選択してもらってはどうか 

区では、スポーツボランティアに登

録いただいている方々に、イベント

毎に情報を提供し、ボランティアと

して参加いただいています。 

また、スポーツボランティアの方々

には、スポーツイベント等で実際に

活動していただき、ボランティアと

しての役割を学んでいただいてい

ます。 

より多くの方に気軽にボランティ

アとして参加していただけるよう、

情報を発信していくとともに、ボラ

ンティアとして活躍できる機会を

提供してまいります。 

 
（施策５ スポーツを支えあうひとのつながり） 
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分類 項番 意 見 
区の考え方 

（該当する施策） 

基
本
目
標
１ 

１０ 

スポーツに関するイベント等の情報発

信が弱いように感じる。町内会の掲示

板や回覧等、もう少し楽に活用できる

と思う。町内会にスポーツの担当者等

のポストがあると情報発信もしやすい

様に思う。 

区のスポーツイベント等の実施に

あたっては、広報たいとうや区公式

ホームページへの掲載の他、イベン

ト内容に応じて区内小・中学校への

チラシ配布、町会回覧や町会掲示板

への掲示を行っています。 

ＳＮＳの活用等、より効果的な情報

発信に取り組んでまいります。 

町会内の担当者の設置については、

各町会の判断になります。地域のス

ポーツコーディネーターであるス

ポーツ推進委員と連携し、情報発信

を図ってまいります。 

 
（施策６ スポーツに関する講座の開催・情報発信）  

基
本
目
標
１ 

１１ 

今回、「台東区スポーツ振興基本計画」

中間のまとめを確認して、実にさまざ

まな事業を展開しているわけですの

で、必要な人に必要な情報を届けるこ

とが大変重要だと感じました。 

区のスポーツイベント等の実施に

あたっては、広報たいとうや区公式

ホームページへの掲載の他、イベン

ト内容に応じて区内小・中学校への

チラシ配布、町会回覧や町会掲示板

への掲示を行っています。 

ＳＮＳの活用等、より効果的な情報

発信に取り組んでまいります。 

 
（施策６ スポーツに関する講座の開催・情報発信） 

基
本
目
標
２ 

１２ 

清島プールを使いたいと思いますが、

自宅から少し遠くてなかなか使えませ

ん。めぐりんバスのバス停に「清島プ

ール」停留所があれば使いやすいと思

います。 

清島温水プール付近にめぐりんの

停留所を設置するにはルート変更

が必要となりますが、平成３０年か

らの実証実験を経て、令和４年７月

より正式運行となっていることか

ら、現行ルートの変更は、当面予定

はございません。めぐりんの運行の

見直しについては、引き続き区民ニ

ーズ等の集約に努めるとともに、社

会状況の変化や都市基盤整備の状

況を踏まえ、検討してまいります。 

 
（施策３ 快適に利用できるスポーツ施設の運営） 
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分類 項番 意 見 
区の考え方 

（該当する施策） 

基
本
目
標
２ 

１３ 

スポーツ施設の満足度が低く感じま

す。スポーツ実施率向上のためにはも

っと多く区民の方に施設を利用してい

ただき、スポーツを楽しんでもらう。

そのためにも施設、付帯設備の充実は

大切ではないでしょうか。台東区には

限られた施設しかありませんが、一般

の方以上に障がい者の方にも気軽に利

用していただける設備（障がい者スポ

ーツのコートなどが常設）があればい

いと思います。また付帯設備が足りて

おらず、区民大会開催時においては参

加者に不便が生じている場合もありま

す。  

区では、より多くの方にスポーツを

楽しんでいただけるよう、スポーツ

施設の無料開放や一般開放を実施

しています。また、障害のある方が

安心してスポーツ施設をご利用い

ただけるよう、バリアフリーやユニ

バーサルデザインの推進に取り組

んでいます。付帯設備につきまして

も、利用状況やニーズを把握し、誰

もが安全・快適にご利用いただける

よう、施設の運営に取り組んでまい

ります。 

 
（施策３ 快適に利用できるスポーツ施設の運営） 

基
本
目
標
２ 

１４ 

ボールを蹴れる室内施設を増やしてほ

しい。 

スポーツ屋内施設でのサッカーや

フットサル等の競技については、設

備への影響や安全性の観点から、現

在一部の施設のみ実施を可能とし

ています。今後、施設設備や利用状

況等を踏まえ、利用可能施設の拡充

について検討してまいります。 

 
（施策３ 快適に利用できるスポーツ施設の運営）  

基
本
目
標
２ 

１５ 

生活保護受給者を除き、施設に対する

対価はしっかり徴収して施設の維持管

理を行うべき。 

区立スポーツ施設の利用にあたっ

ては、条例等に基づいた使用料をお

支払いいただいており、使用料につ

いては３年毎に見直しを実施して

いるところです。 

今後も、区民が安全・快適に利用し

ていただけるよう、スポーツ施設を

運営してまいります。 

 
（施策３ 快適に利用できるスポーツ施設の運営） 

基
本
目
標
２ 

１６ 

学習センター３階のトレーニングルー

ムでは、使用されていないバイクが多

数ある。利用者の利用が多い機器に交

換するべき。 

トレーニング機器の入れ替えにつ

いては、利用状況やニーズを把握

し、適宜対応してまいります。 

 
（施策３ 快適に利用できるスポーツ施設の運営） 
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分類 項番 意 見 
区の考え方 

（該当する施策） 

基
本
目
標
２ 

１７ 

スポーツ庁の行う新体力テストでは、

ボール投げという種目があるが、台東

区は全体を通して数値が全国を下回っ

ている。これは、安全のためボールの

使用できない公園が多く、ボールを投

げる機会があまりないためだと考えら

れる。東盛公園では、ボール使用可能

エリアはネットで囲まれており、沢山

の子どもたちがボールを用いて遊んで

いる。ネットであれば時間等に合わせ

てスペースの使い道を決められるた

め、このような公園を増やすことは、

ボール投げの記録が伸びるとともに、

元々利用していた人々もそれまでと同

じように使用することができると考え

た。 

公園内でのボール遊びについては、

利用者の安全を確保するため、柔ら

かいボールで遊ぶ場合を除き、スポ

ーツコーナーをご利用いただいて

います。スポーツコーナーは、東盛

公園を含む区内７公園で設置され

ています。その増設については、公

園面積などの条件を考慮するとと

もに、利用実態調査の結果等も踏ま

え、区内の公園全体のバランスに配

慮しながら検討してまいります。 

区内スポーツ施設では、在住・在学

の子供たちが、球技等のスポーツを

する場所として、無料開放日を設け

て屋外グラウンドを開放していま

す。 

 
（施策４ 身近な運動場所の確保） 

基
本
目
標
２ 

１８ 

スポーツ施設は予約が必要だったりす

るので気軽に好きな時間に行くことが

できません。近所の公園も、球技をす

ると警察に怒られたり、幼児が接近し

て危険だったり、老人に邪魔だと怒鳴

られたりし、満足に球技が行えない状

況であります。それが日常におけるス

ポーツ活動を妨げていることをよく理

解していただきたいです。そこで、公

園に全面柵やネットで囲われたスポー

ツ専用スペースのある公園の増設をお

願いします。スポーツ専用スペースが

ある公園は少なく、混雑しています。

だれも住んでない空き家を壊すなどし

てスペース確保したり、今ある公園に

防球ネットを張ってほしいです。老人

が多く、その政策が大切なのはわかり

ますが未成年のための政策もお願いし

ます。 

公園内でキャッチボール等のボー

ルの使用ができるスポーツコーナ

ーの増設については、公園面積など

の条件を考慮するとともに、利用実

態調査の結果等も踏まえ、区内の公

園全体のバランスに配慮しながら

検討してまいります。 

区内スポーツ施設では、在住・在学

の子供たちが、球技等のスポーツを

する場所として、無料開放日を設け

て屋外グラウンドを開放していま

す。 

他の区有施設につきましても、有効

活用を検討してまいります。 

 
（施策４ 身近な運動場所の確保） 
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分類 項番 意 見 
区の考え方 

（該当する施策） 

基
本
目
標
２ 

１９ 

区立公遊園の球技スペースが、とりわ

け区内南部地域に不足しているため

に、新規設置をしてほしい。いつでも

好きなときに球技ができるスペース

は、球技をしたい青少年のみならず、

球技をやらない乳幼児や高齢者の安全

確保のためにも不可欠である。また区

議会で趣旨採択となった小島公園のフ

ェンスの件についても、進めてもらい

たい。 

公園内でキャッチボール等のボー

ルの使用ができるスポーツコーナ

ーの設置については、公園面積など

の条件を考慮するとともに、利用実

態調査の結果等も踏まえ、区内の公

園全体のバランスに配慮しながら、

南部地域への導入を検討してまい

ります。 

なお、区内スポーツ施設では、在住・

在学の子供たちが、球技等のスポー

ツをする場所として、無料開放日を

設けて屋外グラウンドを開放して

おり、令和４年９月からは新たに柳

北スポーツプラザにおいても実施

しています。 

小島公園におけるスポーツコーナ

ーの整備については、園内での適切

な配置を検討することを前提に、地

域の皆様から一定のご理解もいた

だいていることから、引き続き検討

を進めてまいります。 

 
（施策４ 身近な運動場所の確保） 
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分類 項番 意 見 
区の考え方 

（該当する施策） 

基
本
目
標
２ 

２０ 

スポーツ施設の設備を最優先に行うべ

きだと思った。施設を作りスポーツと

触れ合い、体験することを第一に考え

るべきと思った。何もない状況ではみ

んながやりたいと思っているスポーツ

はほとんどできないし、形がないと私

たちはスポーツをやろうとも思わな

い。運動してくださいと言ってるだけ

では、誰もやろうとはおもはない。あ

る程度の環境が必要。だから、スポー

ツ施設の設備を最優先にするべきだと

思う。そうすれば台東区内の課題であ

る「スポーツの実施率の向上」にもつ

ながり、実施率が上がれば体力向上や

スポーツへの関心、きっかけづくりに

もつながっていき、台東区の目指す形

になると思った。Ｗ杯、ＭＬＢ、ＮＢ

Ａなど日本人選手が海外で活躍してお

り幅広い年代を通してサッカー、野

球、バスケ、などを気軽にやりたいと

思っている人が多いと感じた。いわゆ

る軽い球技。でも、そこら辺の道路で

やろうと思っても危ないからできない

し、そういうできるところが少ない。

なので、スポーツ施設の設備を最優先

に行うべきだと思います。具体的な例

バスケ バスケゴールの設置増加 サ

ッカー サッカーゴールの設置、人工

芝の設置、野球 ガチではなく、気軽

に野球ができる場所の設置、ネットで

囲まれた公園など 

区民が気軽にスポーツができる環

境を整備することは、スポーツ実施

率の向上に大きく寄与するものと

認識しています。 

区内スポーツ施設では、区民が気軽

にスポーツに取り組めるよう、無料

開放や一般開放事業を行っていま

す。 

学校施設や公園等のスポーツ施設

以外の既存施設も活用しながら、ス

ポーツができる環境の整備に努め

てまいります。 

 
（施策４ 身近な運動場所の確保） 
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分類 項番 意 見 
区の考え方 

（該当する施策） 

基
本
目
標
３ 

２１ 

東京オリンピック・パラリンピックを

終え、スポーツを取り巻く環境が変わ

る中で台東区内でも変化している状態

を肌で感じております。「台東区スポー

ツ振興基本計画 中間のまとめ」の資料

を拝見させて頂くと、『週 1回以上のス

ポーツの実施率』が６６.７％となり、

目標数値には届いていないものの順調

に上昇がみられ区民の健康維持やスポ

ーツの重要性の理解が進んでいるよう

に思えます。東京オリンピック開催の

影響も多分にあると考えています。し

かしながら、同資料によると、区民の

『障害者スポーツへの関心の割合』が

前回調査より８.１ポイント減ってい

ることや、障害者の『週 1 回以上のス

ポーツ実施率』が、前回調査より６.２

ポイント減っているなど、障害者がス

ポーツをする環境が好ましくない環境

に向かっていると危惧しています。ま

た、障害者の『週 1 回以上のスポーツ

実施率』の詳細を見ると、週 1 回以上

のスポーツを実施した障がい者でも、

主たるスポーツは「一人で気軽に出来

る種目」が上位を占めている状況です。

東京オリンピック・パラリンピック開

催に向けて、パラリンピックスポーツ

も注目された結果、区民の方々が興味

関心を持ち、気軽に触れることのでき

る環境にあった事は確かです。その結

果、パラスポーツを経験した区民は増

えていることは数値としても現れてい

ます。ただ、東京オリンピック・パラ

リンピックを終えた今となっては、経

験できる場は確保されつつも、区民の

興味関心は薄れている状況かと思いま

す。また、障害者のスポーツ実施率も 

区では、障害者スポーツの普及・促

進を重点施策として位置付けてお

り、多くの区民に関心を持っていた

だくためには、より一層の推進が必

要であると認識しています。 

障害のある方が気軽に参加できる

環境を整備するとともに、障害の有

無にかかわらず誰もが親しむこと

ができる障害者スポーツの魅力を

広く発信し、障害のある方とない方

がスポーツを通して交流できる機

会を提供する等、共生社会の実現に

取り組んでまいります。 

 
（施策３ 障害者スポーツを通じた相互理解）  
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分類 項番 意 見 
区の考え方 

（該当する施策） 

  

５１.５％となり、国の示す目標値よ

りも上回っているものの、上記と同じ

理由で今後減っていく傾向にあるので

はないかと思っています。東京オリン

ピック・パラリンピックの気運で盛り

上がったパラスポーツではあるもの

の、しっかりとレガシーとして残して

いくためには、障害者スポーツへの興

味関心を落とさない取り組みが必要で

あるのではないでしょうか。もちろ

ん、継続して障害者のためのスポーツ

イベントも重要ですし、パラリンピア

ンと共にパラスポーツを体験すること

も必要かと思います。またそれと同時

に、区内でのスポーツイベントに、在

住や在勤の障害者がもっと気軽に参加

できる配慮も必要かと思います。どう

しても、健常者向けのイベントである

と障害者が参加できないコンテンツ

や、そもそもハード面で参加できない

イベントも多々あるのが現状かと思い

ます。健常者と同一の体験が出来なく

ても、ＤＸ技術を用いたバーチャルな

体験や視覚障がい者向けの音声ガイダ

ンスのサービスなどを各イベントで用

意し、その場に、障害をお持ちの方

が、「参加したい」「楽しそう」と思え

る、スポーツイベントの実施を検討い

ただければと思います。一般のイベン

トに障がい者が参加することで、区民

の障害者に対する見え方も変わる事

や、障害者自身も社会参加するきっか

けや、ひいてはスポーツの参加率の向

上につながるきっかけになるのではな

いでしょうか。「スポーツの祭典」な

どの一般のスポーツイベントの各コン

テンツに障がい者が気軽に参加できる

ような仕掛けが必要かと思っておりま

す。 
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分類 項番 意 見 
区の考え方 

（該当する施策） 

そ
の
他 

２２ 

スポーツの定義や内容について、地域

の催し物への参加やお祭り等の行事を

含めるべき。十分な体力維持につなが

る。 

スポーツの定義は、あらゆる身体活

動を含んでいることから、地域の催

し物やお祭り等に参加し、体を動か

すことも運動と解釈できますが、主

たる目的はスポーツと異なるもの

と考えています。 

そ
の
他 

２３ 

花の心の事業についても、地域住民が

種から育て、維持管理すれば、住民の

体力向上につながる。業者任せにする

べきではない。 

区立公園や区道に設置している花

壇等は、委託業者による管理を行っ

ております。その中で、区民が自主

的に花壇の草花を育成する活動へ

の支援として、花の心フラワーサポ

ーターを実施しており、水やりなど

の日常的な維持管理を行っていた

だいています。 

また、町会などが公園の花壇の一部

を管理する「自主管理花壇」も設置

しています。 

区民には、活動する中で体を動かす

ことにより、体力向上につなげてい

ただきたいと考えております。 

 

 


